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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で

の
16
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
３
件
、
人
事
案
２
件
、
条
例
案
１
件
、
予

算
案
６
件
、
決
算
認
定
７
件
の
合
計
19
件
を
審
議
。

議
員
派
遣
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
を
、
原
案
の
と

お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
２
議
員
が

登
壇
し
村
政
を
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
日
目
に
は
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

９月定例会議 

　

議
会
改
革
特
別
委
員
長
が
、
９
月
16
日
の
本
会

議
で
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
を

す
べ
て
の
議
案
を
同
意･

可
決･

認
定

同
意･

可
決･

認
定

諸
帳
簿
・
証
拠
書
類
に
問
題
な
し

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計

に
お
け
る
決
算
、
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
は
、
計

数
に
誤
り
が
な
く
、
各
基
金

の
管
理
に
つ
い
て
も
適
正
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

【
審
査
意
見
】

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
村
税

等
の
滞
納
繰
越
額
は
増
加
傾

向
で
、
不
納
欠
損
処
分
も
行

わ
れ
て
お
り
、
村
財
源
の
確

保
と
税
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
引
き
続
き
積
極
的

な
収
納
対
策
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
に
お
い

て
は
、
住
民
生
活
の
維
持
、

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
を

念
頭
に
、
既
存
事
業
や
各
種

維
持
経
費
に
つ
い
て
も
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
、
経
常
経

費
の
削
減
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

実
質
収
支
は
全
会
計
と
も
黒

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
単
年

度
収
支
で
み
る
と
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
以
外
の
す
べ
て
の
会
計

が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
赤

字
解
消
に
向
け
た
財
務
体
質

の
強
化
を
図
り
、
村
財
政

の
圧
迫
要
因
と
な
ら
な
い
よ

う
、
適
正
な
運
営
を
望
む
。

　

公
営
企
業
会
計
に
お
い
て

は
、
独
立
採
算
制
の
基
本
原

則
を
踏
ま
え
、
適
正
な
受
益

者
負
担
の
確
保
を
図
り
、
収

支
均
衡
に
努
め
、
事
業
の
持

続
可
能
性
や
透
明
性
が
向
上

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

職
員
に
お
い
て
も
村
政
全

般
の
状
況
を
理
解
共
有
し
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
、
今
後
も
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
英

知
を
結
集
し
邁
進
さ
れ
る
事

を
期
待
す
る
。

　

令
和
６
年
度
の
元
職
員
に

よ
る
公
有
物
窃
取
の
不
祥
事

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

に
損
害
額
を
確
定
、
一
部
弁

済
が
な
さ
れ
て
い
る
。
早
期

の
弁
済
完
了
に
向
け
、
求
償

事
務
体
制
の
強
化
と
再
発
防

止
策
を
徹
底
し
、
村
民
の
信

頼
回
復
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

望
む
。

　
　

監
査
委
員　

　
　
　
　

冨　

田　

幸　

市

　
　
　
　

佐　

藤　
　
　

仁

〜
決
算
監
査
報
告
〜
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主
な
条
例

人
事

９月定例会議 

　

議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
、
任
期
満
了
と
な
る
教
育

委
員
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
同
意
し

ま
し
た
。

（
任
期
）	

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら

	

令
和
12
年
９
月
30
日
ま
で

　

佐さ

さ々

木き　

一か
つ　

二じ 
氏 
（
岩
井
川
）【
再
任
】

教
育
委
員

小お

野の

寺で
ら　

藤ふ
じ　

美み 

氏

（
椿
台
）【
新
任
】

○
定
住
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

・	

寄
附
の
申
出
が
あ
っ
た
住
宅
（
平
良
地
区
）
を

東
成
瀬
村
定
住
住
宅
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

９月定例会議議決事項一覧
令和７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率
の報告について
秋田栗駒リゾート株式会社の経営状況を説明する書類の提
出について
専決処分の報告について ※令和８年度一般会計補正予算（第４号）

教育委員会委員の選任について（佐々木　一二）
教育委員会委員の選任について（小野寺　藤美）
定住住宅条例の一部を改正する条例について
令和８年度一般会計補正予算（第５号）
令和８年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）
令和８年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）補
正予算（第１号）
令和８年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和８年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和８年度下水道事業会計補正予算（第１号）
令和７年度一般会計歳入歳出決算認定について
令和７年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決
算認定について
令和７年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）歳
入歳出決算認定について
令和７年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度簡易水道事業会計決算認定について
令和７年度下水道事業会計決算認定について
議員の派遣について

！傍聴傍聴
welcome
次回定例会議は、
12月上旬開会の予定！

お見のがしなく！会議はどなたでも
傍聴できます！
詳しくは、議会事務局まで
お問い合わせください。

令和8年度一般会計補正予算（第５号）の主なもの
歳　入
○村税
　個人民税増 953万円
　固定資産税増 886万円
○地方交付税
　普通交付税増 1億6649万円
○使用料及び手数料
　過年度分村営住宅使用料 188万円
○県支出金
　指定管理鳥獣対策事業交付金 240万円
○繰越金
　前年度繰越金増 8414万円
○諸収入
　子どものための教育・保育給付費国庫負担金精算金（令和7年度分） 127万円
　秋田県消防操法大会助成金 40万円
○村債
　過疎対策事業債増 160万円
　緊急自然災害防止対策事業債 890万円

歳　出
○総務費
　会計年度任用職員人件費追加（１名分） 260万円
　原石山整備基本計画策定業務委託料 100万円
○民生費
　障害者自立支援給付費国庫負担金返還金 438万円
　保育所等物価高騰対策事業費補助金 22万円
○衛生費
　下水道事業会計負担金追加 265万円
○農林水産業費
　設計等委託料追加（五里台地区農業用水路） 200万円
　指定管理鳥獣対策事業 200万円
　ジビエ解体処理施設改修事業 330万円
○商工費
　光熱水費追加（食肉加工センター） 65万円
　修繕料追加（栗駒山荘ボイラー・客室トイレ・スキー場除雪機） 446万円
　本工事費追加（ブラン照明設備・ジュネスワン厨房設備） 260万円
　観光未来戦略プロジェクト推進協議会補助金 110万円
○土木費
　修繕料追加（大雨の応急対応分） 100万円
　修繕料追加（村道三又岩井川線ほか散水施設） 206万円
　設計等委託料（合居川護岸改修） 100万円
　本工事費（合居川護岸改修工事） 800万円
○消防費
　県消防操法大会経費 72万円
○教育費
　地域活性化推進事業補助金（全日本スキー選手権大会スノーボード競技） 110万円
○諸支出金
　財政調整基金積立金追加 2億100万円
　減債基金積立金追加 2200万円
　公共施設等総合管理基金積立金追加 1985万円
○予備費
　予備費追加 53万円
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歳入合計
43億2197万円

９月定例会議

 （令和８年３月末日の人口２１６７人） ※端数処理の関係で上記の合計とは一致しないことがあります。

歳入 43億2197万円

村税
2億4426万円
（5.7%）　　

財政調整基金（貯金）の推移

R３ R４ R５

地方債（借金）借入残高の推移

R６ R３ R４ R５

議会費
2.8万円

消防費
7.5万円

総務費
49.8万円

民生費
21.3万円

公債費（借金）
22.4万円

諸支出金（貯金）
29.1万円

土木費
13.6万円

教育費
13.3万円

農林水産業費
8.5万円

衛生費
16.5万円

災害復旧費・労働費
1.4 万円

商工費
8.1万円

40億

30億

20億

10億

40億

30億

20億

10億

13億5200万円
16億4400万円

18億1600万円18億1600万円

39億6424万円 

36億3828万円
34億843万円 32億7670万円

自主財源

依
存

財
源

国・県からの
収入・借入金などの財源

31億6734万円(73.3％)

依存財源

村民の皆さん
からの税金 繰入金

4億5102万円（10.4%）

諸収入・財産収入
3億1097万円（7.2%）

地方交付税 
23億6209万円（54.7%）

自主財源
村で集めた財源

11億5463万円(26.7％)

20億1600万円 

R７

20億7500万円 

令和７年度  一般     会計決算

繰越金
1億79万円（2.3%）

寄附金
2435万円（0.6%）

使用料および
負担金等

2324万円（0.5%）

国庫支出金
2億5886万円（6.0%）

県支出金
2億1706万円（5.0%）

村債
1億9850万円（4.6%）

地方譲与税・交付金依存財源
1億3083万円（3.0%）

R７

30億250万円

R６

■各会計の決算額
会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直営施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

43億2197万円

2億1561万円

8965万円

3744万円

3億9480万円

42億1073万円

2億310万円

8565万円

3571万円

3億8169万円

1億1124万円

1251万円

400万円

173万円

1311万円

特
別
会
計

歳 入（収入） 歳 出（支出） 差し引き

※金額は表示単位未満を四捨五入しています。

歳出 42億1073万円

収入未済額

会　　計　　名

簡易水道事業

下水道事業

1億7702万円

8788万円

1億7475万円

9145万円

6586万円

463万円

1億2972万円

2174万円

8079万円

203万円

1942万円

1万円

13万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

決　　算　　額

公営企業会計

目的別内訳

歳出合計
42億1073万円

総務費
10億8029万円

（25.6%）

諸支出金
6億3054万円
（15.0%）公債費

4億8604万円
（11.5%）

民生費
4億6152万円
（11.0%）

衛生費  3億5660万円（8.5%）

土木費  2億9397万円（7.0%）

教育費  2億8760万円（6.8%）

農林水産費  1億8327万円（4.3%）

商工費
1億7597万円（4.2%）

消防費
1億6380万円（3.9%）

議会費  6107万円（1.5%）

災害復旧費  2453万円（0.6%）

労働費  553万円（0.1%）

村民１人あたり 約194.3万円
１年間で、村民１人あたり

このように使われました
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歳入合計
43億2197万円

９月定例会議

 （令和８年３月末日の人口２１６７人） ※端数処理の関係で上記の合計とは一致しないことがあります。

歳入 43億2197万円

村税
2億4426万円
（5.7%）　　

財政調整基金（貯金）の推移

R３ R４ R５

地方債（借金）借入残高の推移

R６ R３ R４ R５

議会費
2.8万円

消防費
7.5万円

総務費
49.8万円

民生費
21.3万円

公債費（借金）
22.4万円

諸支出金（貯金）
29.1万円

土木費
13.6万円

教育費
13.3万円

農林水産業費
8.5万円

衛生費
16.5万円

災害復旧費・労働費
1.4 万円

商工費
8.1万円

40億

30億

20億

10億

40億

30億

20億

10億

13億5200万円
16億4400万円

18億1600万円18億1600万円

39億6424万円 

36億3828万円
34億843万円 32億7670万円

自主財源

依
存

財
源

国・県からの
収入・借入金などの財源

31億6734万円(73.3％)

依存財源

村民の皆さん
からの税金 繰入金

4億5102万円（10.4%）

諸収入・財産収入
3億1097万円（7.2%）

地方交付税 
23億6209万円（54.7%）

自主財源
村で集めた財源

11億5463万円(26.7％)

20億1600万円 

R７

20億7500万円 

令和７年度  一般     会計決算

繰越金
1億79万円（2.3%）

寄附金
2435万円（0.6%）

使用料および
負担金等

2324万円（0.5%）

国庫支出金
2億5886万円（6.0%）

県支出金
2億1706万円（5.0%）

村債
1億9850万円（4.6%）

地方譲与税・交付金依存財源
1億3083万円（3.0%）

R７

30億250万円

R６

■各会計の決算額
会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直営施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

43億2197万円

2億1561万円

8965万円

3744万円

3億9480万円

42億1073万円

2億310万円

8565万円

3571万円

3億8169万円

1億1124万円

1251万円

400万円

173万円

1311万円

特
別
会
計

歳 入（収入） 歳 出（支出） 差し引き

※金額は表示単位未満を四捨五入しています。

歳出 42億1073万円

収入未済額

会　　計　　名

簡易水道事業

下水道事業

1億7702万円

8788万円

1億7475万円

9145万円

6586万円

463万円

1億2972万円

2174万円

8079万円

203万円

1942万円

1万円

13万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

決　　算　　額

公営企業会計

目的別内訳

歳出合計
42億1073万円

総務費
10億8029万円

（25.6%）

諸支出金
6億3054万円
（15.0%）公債費

4億8604万円
（11.5%）

民生費
4億6152万円
（11.0%）

衛生費  3億5660万円（8.5%）

土木費  2億9397万円（7.0%）

教育費  2億8760万円（6.8%）

農林水産費  1億8327万円（4.3%）

商工費
1億7597万円（4.2%）

消防費
1億6380万円（3.9%）

議会費  6107万円（1.5%）

災害復旧費  2453万円（0.6%）

労働費  553万円（0.1%）

村民１人あたり 約194.3万円
１年間で、村民１人あたり

このように使われました
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令
和
７
年
度
決
算
審
査　

有
効
に
使
わ
れ
た
か

決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
14
日
・
15
日
）

財
産
・
基
金

寄
付
金
等
へ
の
対
応
は

質
問  

下
田
の
宅
地
と
原
野
の
取

得
に
つ
い
て
今
後
の
使
用
予
定

を
聞
く
。
寄
付
等
に
つ
い
て
は

計
画
性
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
弁  

亡
く
な
っ
た
方
の
遺
族
か

ら
の
寄
付
で
、
現
時
点
で
の
使

用
予
定
は
な
い
が
、
利
用
法
が

あ
れ
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
全
て
の
寄
付
を
受
け
る

訳
で
は
な
く
検
討
・
協
議
の
上

で
決
定
し
て
い
る
。

基
金
の
運
用
先
は

質
問  

運
用
先
決
定
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

答
弁  

公
金
管
理
委
員
会
で
よ
り

有
利
な
も
の
で
と
見
積
も
り
を

取
っ
て
運
用
先
を
決
定
し
て
い
る
。

歳
　
　
入

村
民
税
の
未
収
対
策
は

質
問  

不
納
欠
損
、
収
入
未
済
額

が
近
年
増
え
て
い
る
が
。

答
弁  

成
瀬
ダ
ム
従
事
者
の
外
国

人
の
う
ち
、
国
外
に
転
出
し
た

者
に
対
し
て
納
付
書
発
行
や
督

促
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
要
因
。

こ
れ
は
本
村
だ
け
で
な
く
日
本

全
体
の
問
題
で
あ
り
、
特
殊
財

政
事
情
と
し
て
総
務
省
に
陳
情

し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
滞
納
者
に
つ
い
て

は
、
数
は
多
く
な
い
が
同
じ
人

の
滞
納
が
見
ら
れ
る
。
督
促
、

面
会
、
電
話
等
で
粘
り
強
く
対

応
し
て
い
く
。

歳
　
　
出

【
総
務
費
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

質
問  

子
ど
も
を
持
っ
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
方
が
村
を
離
れ
る

と
聞
く
が
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ま

た
、
定
住
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁  

現
在
、
任
期
満
了
さ
れ
て

子
ど
も
の
い
る
方
は
２
名
い
る
。

退
職
後
離
村
さ
れ
た
中
に
も
子

ど
も
を
も
っ
た
方
々
も
い
た
。

離
村
理
由
は
家
庭
の
事
情
や
仕

事
関
係
と
伺
っ
て
い
る
。
定
住

率
は
2
割
程
度
と
厳
し
い
。
個

別
に
話
を
聞
き
相
談
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
い
引
き
上
げ

を
目
指
し
て
い
る
。

集
落
支
援
員

質
問  

集
落
支
援
員
が
辞
め
て
し

ま
っ
た
が
理
由
は
。
ま
た
、
新

た
な
募
集
状
況
は
。

答
弁  

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
も
意
欲
的
に
や
っ
て
い
た

だ
い
た
が
、
体
調
面
の
問
題
で

退
職
さ
れ
た
。
来
年
度
に
向
け

て
新
た
に
募
集
を
行
い
た
い
。

や
は
り
、
村
内
で
精
通
し
た
方

が
適
任
と
考
え
る
の
で
村
内
に

向
け
て
も
広
く
募
集
出
来
る
よ

う
に
と
考
え
る
。

公
有
林
の
保
有
量

質
問  

推
定
蓄
積
量
で
な
く
、
正

確
な
数
量
を
出
す
予
定
、
計
画

は
な
い
の
か
。

答
弁  

村
で
保
有
す
る
森
林
の
面

積
は
か
な
り
の
量
が
あ
り
、
全

体
調
査
は
現
時
点
で
計
画
が
な

い
。
ま
た
、
実
際
に
近
く
な
る

よ
う
設
計
方
法
等
を
検
討
し
て

い
く
。

【
衛
生
費
】

が
ん
検
診
の
受
診
推
奨
は

質
問  

５
大
が
ん
検
診
の
精
密
検

査
未
受
診
者
に
対
す
る
受
診
勧

奨
の
具
体
的
な
進
め
方
は
。

答
弁  

精
密
検
査
結
果
の
返
送
時

に
受
診
勧
奨
を
行
い
、
12
月
、
１

月
に
再
度
受
診
状
況
を
確
認
し

て
通
知
を
送
付
。
前
年
度
未
受

診
者
に
も
通
知
し
、
２
年
連
続

未
受
診
者
に
は
付
せ
ん
等
で
そ

の
旨
を
一
緒
に
通
知
し
て
い
る
。田子内地区総合検診（受付）田子内地区総合検診（受付）

一 
　
般 

　
会
　 

計
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決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
14
日
・
15
日
）

応
援
団
報
償
費

質
問  
交
流
人
口
の
更
な
る
拡
大

に
向
け
、
本
制
度
を
検
討
す
る

と
あ
る
が
。

答
弁  

応
援
団
の
登
録
者
数
は

９
，
２
１
１
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
登
録
更
新
が
な
い
状
態
で

積
み
重
ね
た
数
字
で
、
実
際
と

乖か
い

離り

す
る
部
分
が
あ
る
。
今
検

討
し
て
い
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
図
り
、
村
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
か
ら
新
た
に
登
録
す
る
こ
と
。

こ
ち
ら
か
ら
の
情
報
を
発
信
で

き
、
利
用
者
が
何
処
か
ら
来
て
、

ど
こ
で
利
用
し
て
い
る
の
か
分

析
で
き
、
今
後
検
討
で
き
る
材

料
に
な
る
。

質
問  

２
７
０
万
円
近
く
か
け
て

い
る
が
、
村
全
体
の
影
響
額
が

ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

答
弁  

推
計
値
は
出
し
て
い
な
い
。

利
用
し
た
２
６
９
万
５
６
０
０
円

は
各
施
設
の
利
用
料
の
一
部
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
施
設

を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
考

え
る
。

【
民
生
費
】

敬
老
会

質
問 

参
加
率
27
・
６
％
は
妥
当

な
数
字
と
思
う
か
。
働
き
か
け

を
す
べ
き
で
は
。

答
弁  

今
年
の
参
加
率
は
少
し
伸

び
て
き
て
い
る
状
況
。
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
代
表
た
ち
の
意

見
を
聞
き
、
今
年
も
ジ
ュ
ネ
ス

ワ
ン
で
の
開
催
と
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
や
部
落
長
の
意
見
を
聞

き
次
年
度
に
向
け
検
討
し
た
い
。

　
国
保
事
業
勘
定

　
特
別
会
計
決
算

高
額
医
療
の
病
名
は

質
問  

高
額
医
療
の
主
な
病
名
の

割
合
は
。

答
弁  

医
療
費
割
合
は
、
第
１
位

が
精
神
疾
患
、
第
２
位
が
骨
折
、

筋
肉
等
の
疾
患
、
第
３
位
が
が

ん
と
な
っ
て
い
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療

　
特
別
会
計
決
算

質
問  

収
入
未
済
額
の
要
因
と
回

収
見
込
み
は
。

答
弁  

既
に
収
納
済
み
。
５
月
の

出
納
閉
鎖
期
間
内
に
納
付
さ
れ

て
い
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支

払
い
で
、
こ
ち
ら
に
収
入
デ
ー

タ
が
く
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
た
め
未
済
扱
い
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

質
問  

登
録
料
を
も
ら
う
よ
う
な

考
え
は
な
い
か
。

答
弁  

登
録
料
は
現
在
い
た
だ
い

て
い
な
い
し
、
い
た
だ
い
て
登

録
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
と

思
う
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
に
制
度
上
考
え
て

い
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
等
補
助
金

質
問  

２
０
０
万
円
の
補
助
金
を

使
っ
て
今
現
在
、
ど
の
よ
う
に

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
。　

答
弁  

２
名
の
方
に
交
付
し
て
る
。

内
野
さ
ん
に
は
、
ド
ー
ナ
ツ
販
売

の
起
業
の
た
め
の
車
両
整
備
に

対
し
て
交
付
し
て
い
る
。
長
瀬
さ

ん
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
の

活
動
か
ら
、
映
像
作
品
関
係
の

事
業
主
と
し
て
起
業
。
必
要
な

機
材
一
式
に
補
助
金
と
し
て

１
０
０
万
円
交
付
し
て
い
る
。

　
介
護
保
険

　
特
別
会
計
決
算

保
険
料
未
納
の
要
因
　

質
問  

不
納
欠
損
額
と
収
入
未
済

額
の
要
因
は
。
住
民
か
ら
保
険

料
が
上
が
っ
て
い
る
感
覚
が
あ

り
、
年
金
か
ら
引
か
れ
手
元
に

残
る
金
額
が
低
く
厳
し
い
と
聞

か
れ
る
が
。

答
弁  

不
能
欠
損
額
は
一
人
の
方

と
連
絡
が
取
れ
ず
督
促
を
お
願

い
し
た
が
入
ら
な
か
っ
た
。
収

入
未
済
額
は
こ
の
方
と
納
付
忘

れ
の
方
も
い
る
の
で
収
納
し
て

も
ら
う
よ
う
努
め
た
い
。
保
険

料
は
前
期
と
同
じ
額
だ
が
、
村

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

次
期
計
画
に
向
け
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
状
況
を
勘
案
し

適
切
な
保
険
料
を
定
め
た
い
。

特 

　
別 

　
会 

　
計

田子内地区　敬老会田子内地区　敬老会
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杉
すぎ

　山
やま

　　　彰
あきら

  議員

キャンプ場に関する提案と課題
村長　村直営施設化を目指す

一 般 質 問

質
問 

須
川
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
知

名
度
を
上
げ
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

す
る
た
め
の
提
案
と
課
題
を
挙
げ

る
。

①
現
在
利
用
可
能
な
ボ
ー
ト
は

２
艘
の
み
。
更
な
る
導
入
・
修
理
を
。

②
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
物
品
販
売
、

サ
ウ
ナ
営
業
等
を
可
能
に
す
る
べ

く
、
県
に
要
請
を
。

③
飲
料
水
の
塩
素
消
毒
装
置
や

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
デ
ッ
キ
の
早

急
な
修
理
を
。

④
駐
車
場
の
立
ち
枯
れ
ブ
ナ
は

危
険
な
の
で
伐
採
を
。

⑤
栗
駒
山
荘
の
宿
泊
客
に
も
っ
と

キ
ャ
ン
プ
場
や
周
辺
の
景
勝
地

（
イ
ワ
カ
ガ
ミ
湿
原
・
野
鳥
の
森
・

泥
炭
地
等
）
を
紹
介
し
、
相
乗
効

果
を
生
み
出
せ
な
い
か
。

⑥
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
で
の
星
空
観

察
会
は
で
き
な
い
か
。

⑦
村
職
員
は
も
っ
と
足
繫
く
須
川

方
面
に
出
向
い
て
、
状
況
把
握
に

努
め
る
べ
き
。

村
長 

①
〜
④
に
つ
い
て
は
、
一

括
し
て
答
弁
す
る
。
須
川
湖
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
私
自
身
の
思
い
出
も

詰
ま
っ
た
、
重
要
な
観
光
拠
点
だ
。

再
整
備
や
物
販
の
規
制
緩
和
を

県
に
例
年
お
願
い
し
て
い
る
。
国

か
ら
直
接
借
り
受
け
て
村
直
営

施
設
と
し
て
再
整
備
や
多
様
な

営
業
を
目
指
し
た
い
。

⑤
の
「
相
乗
効
果
」
に
つ
い
て
は
、

山
荘
・
キ
ャ
ン
プ
場
の
双
方
に
パ

ン
フ
を
配
置
し
て
お
り
、
営
業
姿

勢
に
関
し
て
関
係
者
と
協
議
し
た

い
。

⑥
に
つ
い
て
は
、
有
力
な
観
光
資

源
と
し
て
商
品
開
発
や
ガ
イ
ド

養
成
な
ど
提
案
し
て
い
き
た
い
。

⑦
に
つ
い
て
は
、
各
課
に
所
管
施

設
の
定
期
的
な
巡
回
を
指
示
し
て

い
る
。

質
問 
サ
ッ
プ
の
数
も
増
や
せ
る

の
で
は
な
い
か
。（
営
業
行
為
も
）

県
の
許
可
を
と
れ
ば
可
能
な
は
ず
。

塩
素
消
毒
装
置
の
修
理
は
即
急

に
や
る
べ
き
。

　

あ
の
一
帯
は
村
が
誇
る
べ
き
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
集
中
し
て
お
り
、

連
携
す
る
こ
と
で
栗
駒
山
荘
の
集

客
も
伸
ば
せ
る
の
で
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
。

　

星
空
の
美
し
さ
を
活
用
し
て
観

光
客
の
大
量
動
員
に
成
功
し
て
い

る
長
野
県
阿
智
村
の
よ
う
な
こ
と

は
わ
が
村
で
も
可
能
だ
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
管
理
者
の
３
名
の

雇
用
隊
員
は
や
る
気
も
ア
イ
デ

ア
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
失
望
さ
せ

ず
活
か
し
て
ほ
し
い
。

村
長 

サ
ッ
プ
等
の
湖
面
利
用
は
、

営
利
を
伴
え
ば
制
限
が
か
か
る
。

県
の
許
可
も
な
か
な
か
進
ま
な
い

の
で
、
や
は
り
村
直
営
と
し
た
方

が
自
由
の
幅
が
利
く
。

　

あ
の
水
道
施
設
は
水
質
検
査

の
結
果
、
飲
料
水
に
は
適
さ
な
い

の
で
利
用
制
限
し
て
い
る
。

　

山
荘
の
月
１
回
の
自
然
観
察
会

等
を
拡
大
し
て
い
け
ば
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。
登

山
道
も
再
開
し
た
の
で
、
宣
伝
し

つ
つ
自
然
観
察
会
や
登
山
等
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

星
空
は
素
晴
ら
し
い
観
光
資

源
。
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
、
ソ

フ
ト
事
業
、
ツ
ア
ー
が
で
き
る
か
、

観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
題

で
も
あ
る
の
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　

所
管
の
施
設
に
は
月
一
回
と
言

わ
ず
、
パ
ト
ロ
ー
ル
も
兼
ね
て
行

き
、
利
用
者
の
意
見
も
聞
く
よ
う

に
指
導
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◯
農
業
振
興
を
活
か
し
た
移
住

促
進
策
に
つ
い
て

須川湖須川湖
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伊
い

勢
せ

谷
や

　勝
かつ

　美
み

  議員

総合力で「稼ぐ観光」を
村長　観光未来プロジェクトを核に推進

村 政 を 問 う

質
問 

成
瀬
ダ
ム
完
成
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

観
光
振
興
に
本
気
で
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
時
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
地
域
活
性
化
へ
繋
げ
て
行

く
べ
き
と
考
え
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
観
光
客
の
動
向
や
消
費
状
況

の
把
握
や
分
析
、
稼
ぐ
観
光
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
い
の

か
。

②
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
と
情

報
発
信
・
受
け
入
れ
体
制
は
。

③
住
民
生
活
と
の
調
和
と
関
係

団
体
と
の
連
携
・
持
続
可
能
な
観

光
地
作
り
を
。

村
長 

①
観
光
客
の
動
向
は
県
の

入
込
客
統
計
で
把
握
し
、
消
費
動

向
は
把
握
し
て
い
な
い
。
稼
ぐ
観

光
と
し
て
は
、
今
後
は
、
宿
泊
、

飲
食
、
物
産
、
体
験
、
自
然
、
成

瀬
ダ
ム
、
こ
う
し
た
も
の
を
全
部

組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
観
光
商
品

と
し
て
提
供
し
、
滞
在
時
間
を
延

ば
し
、
村
内
で
の
消
費
を
促
す
取

り
組
み
が
必
要
。
見
る
観
光
か

ら
体
験
し
て
消
費
し
て
い
た
だ
く

観
光
へ
の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

核
と
し
て
、
本
村
な
ら
で
は
の
観

光
商
品
の
造
成
や
情
報
発
信
、
販

売
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
し
観
光

を
地
域
経
済
に
繋
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

②
有
識
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
進
め
る
の
が
ベ
ス
ト

と
考
え
、
観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
設
立
し
た
。
地
域
に
眠
る
人

材
や
地
域
資
源
を
発
掘
、
磨
き
上

げ
、
観
光
を
通
じ
て
交
流
人
口
、

関
係
人
口
を
増
や
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
す
。
人
材
育

成
と
新
た
な
組
織
体
制
の
整
備

も
視
野
に
入
れ
、
情
報
発
信
や
受

入
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

③
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対

応
も
念
頭
に
置
き
、
観
光
産
業

を
支
え
て
い
る
関
係
者
と
の
情
報

共
有
、
意
見
交
換
を
深
め
地
域
へ

の
影
響
を
把
握
し
な
が
ら
必
要
な

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
行
政
だ

ダム展望台での物産販売会のようすダム展望台での物産販売会のようす

け
で
取
り
組
む
も
の
で
は
な
く
、

観
光
物
産
協
会
、
宿
泊
、
飲
食
事

業
者
、
農
林
業
関
係
者
、
地
域
づ

く
り
団
体
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
関
わ
り
、
地
域
全
体
で

観
光
を
支
え
て
い
く
体
制
づ
く
り

と
、
新
た
な
組
織
を
核
と
し
た
連

携
体
制
も
視
野
に
入
れ
取
り
組

ん
で
い
く
。

質
問 

司
令
塔
・
観
光
未
来
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
体
制
は
。

村
長 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
は
、
実
際
に
村
の
中
で

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
方
々
に

お
願
い
し
て
い
る
。
司
令
塔
は
、

私
と
い
う
か
村
。
村
が
主
体
的
に

関
わ
り
、
役
場
職
員
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
若
い

職
員
が
一
心
同
体
の
よ
う
な
感
じ

で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
最
終
的
に
は

東
成
瀬
村
振
興
公
社
と
か
大
き

な
組
織
体
が
立
ち
上
が
る
の
が
理

想
。

質
問 

地
域
外
か
ら
の
関
係
人
口

の
拡
大
と
地
域
で
稼
げ
る
環
境
を

生
か
し
、
成
瀬
ダ
ム
完
成
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
観
光
振
興
と

地
域
活
性
化
を
力
強
く
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
村
長
の
決
意
は

い
か
が
か
。

村
長 

観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
話
し
合
い
、
実
践
し
て
、
ど
ん

ど
ん
稼
ぐ
観
光
を
作
り
た
い
。
必

ず
成
功
さ
せ
て
、
地
域
に
利
益
を

も
た
ら
し
た
い
。
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課題解決につながる予算か
厳しくチェック!

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

                        

（
第
５
号
）

観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

質
問 

予
算
１
１
０
万
円
の
具
体

的
な
使
途
は
。
ダ
ム
周
辺
整
備

の
協
議
会
と
の
関
係
は
。

答
弁 

村
内
事
業
者
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
調
整
等
を
観
光
物

産
協
会
・
な
る
テ
ッ
ク
を
中
心

に
行
う
事
業
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
は
総
務
省
の
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
篠
原
教
授
。
官

公
庁
に
申
請
し
て
い
る
総
事
業

費
が
６
０
０
万
円
、
助
成
金

５
０
０
万
円
で
の
不
足
分
か
ら

１
１
０
万
円
の
計
上
と
し
た
。

　

ダ
ム
周
辺
整
備
の
協
議
会
と

は
多
少
ダ
ブ
る
部
分
も
あ
る
が

全
く
別
の
組
織
。

ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設

改
修
事
業

質
問 

有
害
鳥
獣
は
い
つ
も
捕

れ
る
わ
け
で
は
無
い
が
常
駐
す

る
の
か
。

予
算
特
別
委
員
会
（
９
月
11
日
）

答
弁 

常
に
稼
働
す
る
の
で
は

な
く
、
捕
獲
し
た
場
合
に
処
分

対
策
と
し
て
活
用
す
る
施
設
と

考
え
て
い
る
。

質
問 

解
体
し
た
肉
の
処
理
で
、

肉
４
割
、
捨
て
る
部
分
６
割
も

有
る
と
聞
く
。
捨
て
る
処
理
の

仕
方
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁 

産
廃
と
い
う
形
で
処
分

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
他
町
村
の
例
で
も
処
理
施

設
か
ら
出
た
廃
棄
物
に
つ
い
て

は
、
焼
却
処
分
等
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

質
問 

他
の
市
町
村
の
人
が
利
用

し
た
い
場
合
、
管
理
は
誰
が
し
、

ど
の
よ
う
に
し
て
借
り
ら
れ
る

の
か
。

答
弁 
解
体
処
分
で
あ
れ
ば
、
制

限
は
な
い
と
思
う
が
、
食
肉
活

用
と
な
れ
ば
許
可
・
資
格
等
が

必
要
で
自
由
に
使
う
の
は
難
し

い
と
考
え
る
。
管
理
は
猟
友
会

と
調
整
中
。
軌
道
に
乗
る
ま
で

は
、
村
で
一
旦
受
け
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
。

質
問 

稼
働
の
目
途
は
。

答
弁 

秋
の
捕
獲
が
で
き
る
前

に
完
成
予
定
だ
っ
た
が
、
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
今
回
追
加
で
補
正
し

た
。
な
る
べ
く
早
く
完
成
さ
せ

た
い
。

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
の

光
熱
水
費

質
問 

65
万
円
の
算
定
根
拠
と
利

用
状
況
は
。

答
弁 

村
内
企
業
２
社
か
ら
利
用

申
し
出
あ
り
、
1
社
は
な
る
テ
ッ

ク
か
ら
酒
の
保
管
と
蜂
蜜
製
造

の
方
か
ら
特
産
品
の
開
発
等
で

活
用
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
主
に

電
気
料
が
増
え
る
見
込
み
と
な

り
補
正
計
上
し
た
。
増
加
分
は

2
社
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

地
方
債

質
問 

地
方
債
の
割
合
が
４
・
６

％
と
な
っ
て
い
る
。
村
財
政
に

対
し
て
適
正
な
の
か
。

答
弁 

依
存
度
を
下
げ
３
％
く

ら
い
ま
で
落
と
し
た
い
。
交
付

税
が
伸
び
て
い
く
状
況
の
中
で

財
政
健
全
化
を
進
め
次
世
代
に

受
け
渡
す
蓄
え
を
し
た
い
。

 

令
和
８
年
度
国
保
特
別
会
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
保
税

質
問 

現
年
度
医
療
分
が
増
え
他

の
項
目
が
減
っ
た
理
由
は
。

答
弁 

医
療
給
付
分
の
現
年
度

課
税
の
増
加
は
米
価
が
上
昇
し

農
業
所
得
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
。
他
の
項
目
の
変
化
は
県
か

ら
来
た
数
字
と
の
調
整
で
減
額

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

酒の保管に活用酒の保管に活用
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話題！話題！
村の

ちょっと
いい

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
助
成
事
業

こ
れ
で
お
で
か
け
も
安
心
！

こ
れ
で
お
で
か
け
も
安
心
！

　

平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
。
令
和
元
年
に
利
用
者
が
途
絶
え
、

翌
年
か
ら
予
算
計
上
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
要
望
が
あ
り
、

６
月
補
正
予
算
で
久
々
に
復
活
！

　

申
請
し
た
佐さ

さ々

木き

健け
ん

太た

さ
ん
・
春は
る

菜な

さ
ん
ご
夫
妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
ど
こ
で
知
り
ま
し

た
か
？

　
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
へ
の
助
成

が
広
く
全
国
に
あ
る
こ
と
を
ネ
ッ

ト
で
知
っ
て
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
た
ら
申
請
の
様
式
が
出
て

き
た
の
で
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

て
健
康
福
祉
課
に
持
っ
て
行
き
ま

し
た
。」

　
「
二
人
と
も
通
勤
時
間
が
長
い
の
で

保
育
園
の
送
迎
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り

そ
う
」
と
少
し
心
配
顔
。
で
も
凰
羽

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
よ
う

と
い
う
決
意
と
、
幸
せ
な
ム
ー
ド
に

あ
ふ
れ
る
素
敵
な
ご
夫
婦
で
し
た
。 佐々木健太さん・春菜さん・凰羽ちゃん佐々木健太さん・春菜さん・凰羽ちゃん（菅生田）（菅生田）

　

10
月
６
日
、
宮
崎
県
木
城
町
議
会
か
ら
の

視
察
訪
問
の
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
小
学
校
視
察
、
教
育
行
政
、

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
な
ど
、
多
岐
に

渡
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
あ

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
！ 

　
　
　
行
政
視
察
研
修

凰お
う

羽は

ち
ゃ
ん
は
ま
だ
生
後
６
カ

月
と
の
こ
と
で
す
が
、
毎
日
大

変
で
は
？

　
「
で
も
夫
婦
二
人
で
協
力
し
て
か

わ
り
ば
ん
こ
に
面
倒
を
見
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
で
、
何
と
か
大
丈

夫
で
す
！
」

東
成
瀬
村
は
子
育
て
支
援
が
充

実
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
お
む
つ
へ
の
半

額
助
成
と
か
、
本
当
に
助
か
り
ま

す
。
か
な
り
消
費
す
る
も
の
な
の

で
。
出
生
祝
い
金
も
い
た
だ
き
ま

し
た
し
。」

村
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
？

　
「
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
ジ
ュ
ニ

ア
シ
ー
ト
に
も
助
成
が
あ
れ
ば
…
。

そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
休
憩
し
て
子
供

を
遊
ば
せ
て
お
け
る
ス
ペ
ー
ス
が

近
く
に
欲
し
い
で
す
ね
。」

　　　　　　　　　　　　　小学校視察　　　　　　　　　　　　　小学校視察

地域づくり事業協同組合　尾形代表理事から説明地域づくり事業協同組合　尾形代表理事から説明
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「人が人を呼ぶ移住」（岐阜県白川町）

総務教育民生常任委員会

  

白
川
町
の
概
要　
　
　

　

岐
阜
県
白
川
町
は
、
面
積
の

約
９
割
を
森
林
が
占
め
る
山
間

部
の
町
で
人
口
が
約
７
０
０
０

人
。
昼
夜
の
寒
暖
差
を
生
か
し

た
「
白
川
茶
」
や
「
東と

う

濃の
う

ひ
の
き
」

の
産
地
で
あ
る
。 

特
に
有
機
農

業
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
に
積

極
的
で
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
掲
げ
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
支
援
の
も
と
、

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
や
研

修
施
設
整
備
を
進
め
、
多
く
の

若
者
や
家
族
連
れ
が
有
機
農
家

を
目
指
し
て
移
住
し
て
い
る
。

移
住
交
流
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
空
き
家
バ
ン
ク
、
農
園
付
き

お
試
し
住
宅
な
ど
の
環
境
も
整

い
、
持
続
可
能
な
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
の
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

  

白
川
町
の
取
り
組
み　

   

白
川
町
は
消
滅
可
能
性
自
治

体
評
価
を
機
に
、
空
き
家
バ
ン

ク
や
体
験
住
宅
整
備
を
開
始
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

移
住
者
数
を
追
う
の
で
は
な
く

定
住
の
「
質
」
を
重
視
し
、
不

便
さ
も
正
直
に
伝
え
る
丁
寧
な

相
談
で
「
人
が
人
を
呼
ぶ
移
住
」

を
推
進
。
関
係
機
関
の
緊
密
な

情
報
共
有
や
受
け
入
れ
地
域
側

の
習
慣
改
革
、
通
学
を
支
え
る

公
共
交
通
整
備
な
ど
も
一
体
的

に
進
め
、
長
く
暮
ら
せ
る
環
境

を
整
え
て
い
る
。

　

白
川
町
の
移
住
交
流
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
お
け
る

自
主
財
源
の
仕
組
み
は
、
行
政

か
ら
の
助
成
だ
け
に
依
存
せ
ず
、

自
ら
提
供
す
る
施
設
や
住
宅
事

業
の
運
営
に
よ
っ
て
収
入
を
得

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
主

に
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
の
運
営

や
宿
泊
事
業
（
里
山
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
晴
耕
雨
読
と
み
だ
」
な

ど
の
運
営
）、
サ
ブ
リ
ー
ス
住
宅

事
業
か
ら
収
入
を
得
て
い
る
。

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と

　

白
川
町
の
視
察
を
通
じ
て
、

移
住
政
策
は
単
な
る
人
口
増
対

策
で
は
な
く
、
仕
事
や
交
通
、

地
域
活
動
な
ど
暮
ら
し
全
体
を

見
直
す
取
り
組
み
で
あ
る
と
実

感
し
た
。
特
に
、空
き
家
バ
ン
ク
、

体
験
滞
在
、
仕
事
紹
介
、
移
住

後
支
援
を
一
つ
の
流
れ
に
結
び

つ
け
て
い
る
点
が
参
考
に
な
っ

た
。
こ
の「
人
が
人
を
呼
ぶ
移
住
」

は
、
相
談
者
に
正
直
に
向
き
合

う
担
当
者
の
存
在
や
関
係
機
関

の
緊
密
な
連
携
に
加
え
、
消
防

　７月21～ 23日の日程で、常任委員会の管外行政視

察研修として岐阜県白川町と長野県阿智村を訪問し、

移住定住に係る取り組みと、地域資源を活用した観光

振興に係る取り組みを視察研修しました。

操
法
大
会
の
廃
止
に
代
表
さ
れ

る
、
新
住
民
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
地
域
自
身
が
変
わ
ろ
う
と

す
る
姿
勢
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

当
村
で
も
、
固
定
資
産
税
通
知

へ
の
案
内
同
封
な
ど
実
効
性
あ

る
手
法
を
検
討
し
つ
つ
、
単
に

移
住
者
の
「
数
」
を
追
う
の
で

は
な
く
、
双
方
が
納
得
し
て
長

く
関
係
を
築
け
る
「
定
住
の
質
」

を
重
視
し
た
施
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

聞いて!
事例を見て

、先進地 レポート管 外 視 察

サポートセンターの職員と一緒にサポートセンターの職員と一緒に

古民家を改修　サポートセンター内古民家を改修　サポートセンター内
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シ
ス
テ
ム
整
備
費
を
補
助
す
る

な
ど
、
民
間
が
自
立
し
て
運
営

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に

特
化
し
て
支
援
し
て
い
る
。
ツ

ア
ー
の
急
成
長
に
伴
い
、
運
行

音
や
交
通
渋
滞
な
ど
の
観
光

公
害
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
）
が
住
民
生
活
の
負
担
と
な

っ
た
が
、
村
は
「
量
か
ら
質
」

へ
と
舵
を
切
り
、
完
全
予
約
制

を
導
入
し
て
来
訪
者
を
最
大

２
５
０
０
人
に
制
限
す
る
こ
と

で
、
観
光
客
の
体
験
の
質
向
上

と
住
民
の
暮
ら
し
の
維
持
を
両

立
さ
せ
て
い
る
。

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と

　

阿
智
村
の
概
要　
　
　

　

長
野
県
南
西
部
に
位
置
す
る

阿
智
村
は
、
人
口
約
５
８
０
０

人
で
豊
か
な
自
然
と
星
空
の
美

し
さ
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
村

で
あ
る
。
環
境
省
の
全
国
星
空

継
続
観
察
で
「
星
が
最
も
輝
い

て
見
え
る
場
所
」
１
位
に
選
ば

れ
た
実
績
を
持
ち
、「
日
本
一
の

星
空
」
を
掲
げ
た
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
。
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

や
星
空
鑑
賞
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

し
、
年
間
を
通
じ
た
観
光
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

「星空を観光の力に」（長野県阿智村）

産業建設常任委員会

聞いて!
事例を見て

、先進地 レポート管 外 視 察

ま
た
、
南
信
州
最
大
の
温
泉
街

「
昼
神
温
泉
」
を
有
し
、
美
容
効

果
の
高
い
美
肌
の
湯
と
し
て
人

気
を
集
め
る
。
春
に
は
約
１
万

本
の
花
桃
が
咲
き
誇
る
「
花
桃

の
里
」
が
桃
源
郷
の
よ
う
な
絶

景
を
作
り
出
し
、
豊
か
な
自
然

観
光
資
源
と
温
泉
文
化
が
融
合

し
た
独
自
の
地
域
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
る
。

　

阿
智
村
の
取
り
組
み　

　

阿
智
村
は
「
日
本
一
の
星
空
」

と
い
う
地
域
資
源
を
、
ゴ
ン
ド

ラ
、
温
泉
、
宿
泊
、
演
出
な
ど

と
結
び
つ
け
、
宿
泊
を
伴
う
魅

力
的
な
体
験
型
旅
行
商
品
へ
と

変
革
さ
せ
て
い
た
。
消
灯
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
や
悪
天
候
時
の
代

替
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
顧
客
の

体
験
価
値
を
高
め
る
細
や
か
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。
こ
の

取
り
組
み
を
支
え
る
の
が
、
行

政
と
民
間
の
明
確
な
役
割
分
担

で
あ
る
。
専
門
組
織
や
民
間
事

業
者
が
主
導
し
て
企
画
・
ツ
ア

ー
運
営
を
担
う
一
方
、
行
政
は

日
常
の
運
営
費
を
補
助
す
る
の

で
は
な
く
、
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約

　

視
察
を
し
て
感
じ
た
こ
と　

　

視
察
で
最
も
重
要
だ
と
感
じ

た
の
は
、
地
域
資
源
を
旅
行
商

品
へ
と
変
え
る
仕
組
み
の
構
築

で
あ
る
。
民
間
が
企
画
・
運
営

の
主
役
を
担
い
、
行
政
は
仕
組

み
づ
く
り
や
自
立
支
援
に
徹
す

る
体
制
が
機
能
し
て
い
た
。

　

当
村
に
も
外
か
ら
見
れ
ば
価

値
の
あ
る
地
域
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
地
域
資
源
を
見
つ
け
、

物
語
を
与
え
、
民
間
の
知
恵
と

意
欲
に
よ
っ
て
磨
き
、
宿
泊
や

飲
食
、
交
通
、
体
験
と
結
び
つ

け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
、
今
後

の
観
光
・
産
業
政
策
を
考
え
る

上
で
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

　

郵
便
ポ
ス
ト
や
婚
姻
届
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
も
星
の
デ

ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
た
り
、

村
内
の
家
族
が
一
斉
に
星
を
鑑
賞

す
る
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
教
育

や
家
族
の
時
間
に
も
生
か
し
て
い

て
、
村
一
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
も
参
考
に
な
っ
た
。 

村長（中央）と議場で村長（中央）と議場で

観光拠点施設「AC H I  BASE」観光拠点施設「AC H I  BASE」 星空郵便ポスト星空郵便ポスト

竹あかり竹あかり
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県
内
町
村
議
会
議
員
を
対
象
に
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
９
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
講
師
で

元
全
国
市
議
会
議
長
会
法
制
参
事
の
廣
瀬
氏
に
よ

る「
適
正
な
議
員
定
数
の
決
定
手
法
を
考
え
る
」と
、

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
・
名
誉
教
授
の
鈴

木
氏
に
よ
る
「
日
本
の
米
政
策
に
つ

い
て
」
の
講
演
会
で
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
研
修
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
町
村
議

会
に
つ
い
て
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
研
修

を
受
講
し
ま
し
た
。

　

広
報
対
策

特
別
委
員
を

含
む
９
名
の
議

員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
芳
野
政
明
氏
に
よ
る

講
義
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、「
読
み
や
す
い
」

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
「
住
民
自
治
を
推

進
す
る
」
議
会
だ
よ
り
作
り
を
目
指
す

興
味
深
い
内
容
で
、
本
村
の
広
報
編
集

に
と
っ
て
も
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
改
善

の
余
地
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
９
月
の
定
例
会
議
で
議
会
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
特
別
委
員

会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
14
回
の
会
議
を
重
ね
、
検

討
項
目
５
項
目
に
お
い
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
に
、
議
長
へ
提
出
さ
れ
た
最
終
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
調
査

報
告
書
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
本
会
議
最
終
日
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
一
般
質
問
は
、
一
括
質
問
方
式
か
ら
分
割
質
問
方
式
へ
。

②
情
報
発
信
（
動
画
配
信
・
広
報
）
は
、
本
会
議
の
一
般
質
問
に

つ
い
て
録
画
配
信
を
可
と
し
、
広
報
に
つ
い
て
は
、
内
容

と
編
集
体
制
を
見
直
す
編
集
方
針
を
策
定
。

③
適
正
な
議
員
報
酬
の
調
査
は
、
現
状
維
持
に
決
定
。

④
適
正
な
議
員
定
数
の
調
査
は
、
現
状
維
持
に
決
定
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
を
可
と
し
た
。

　

こ
の
最
終
報
告

を
も
っ
て
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
の

活
動
は
終
了
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
に
お
い

て
も
、
委
員
会
で
の
調
査
・

研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
新
た
な
課

題
や
改
革
項
目
に
つ
い
て
継
続
し
て
検
討
を

行
い
、
住
民
に
開
か
れ
、
時
代
を
担
う
人
材

が
参
画
し
や
す
い
議
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
議
会
と
し
て
住
民
の
負
託
に

応
え
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

資
す
る
、
よ
り
充
実
し
た
議
会
運
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
治
を
推
進
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に

町村議会
議員研修会

議会改革特別委員会

町村議会
広報研修会

９月11日９月11日

７月30日７月30日９月25日９月25日

こ
の
学
び
を
糧
に
！

調
査
報
告
書
を
作
成

D i a r yダ イ ア リ ー

会議

一般質問を録画一般質問を録画

廣瀬氏廣瀬氏

鈴木氏鈴木氏
芳野氏芳野氏

調査報告書はこちら
からご覧ください
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第
８
回
村
職
員
に
よ
る
公
有
物

窃
取
事
件
調
査
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
当
局
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

損
害
賠
償
請
求
事
務
を
進
め
る
た

め
の
「
不
祥
事
事
案
損
害
賠
償
等
請

求
委
員
会
」
の
設
置
や
再
発
防
止
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
委
員

か
ら
質
問
、
意

見
、
要
望
が

活
発
に
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

湯
沢
市
雄
勝
郡
総
合
防
災
訓
練
が
東
成
瀬
村
を
会
場
に
行

わ
れ
、
議
員
が
参
観
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
村
内
５
カ
所
の
会
場
で
情
報
活
動
・
消

火
・
救
助
・
避
難
誘
導
・
救
護
活
動
等
を
実
施
す
る
総
合
的
、

実
践
的
な
内
容
で
し
た
。

　

秋
田
栗
駒

リ
ゾ
ー
ト
㈱

の
経
営
状
況
に

つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

８
月
に
栗
駒
山
荘
で

食
中
毒
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
や
最
繁

忙
期
の
悪
天
候
、
雪
不
足
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
、
各

部
門
と
も
前
年
の
業
績
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
令
和
８
年
度
の
事
業

計
画
と
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

求
償
事
務
の
委
員
会
を
設
置

様
々
な
災
害
を
想
定

栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
の
経
営
は
？

ざ
ん
じ

き
ゆ
う
け
い

職員による
公有物窃取事件
調査特別委員会

郡市総合防災訓練

議会
全員協議会

10月8日10月8日

８月27日７月29日

▼
奥
羽
山
脈
の
色
づ
き
が
深
ま
り
、
田

ん
ぼ
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
の
深
い
足
跡
が

見
ら
れ
、
天
候
不
順
の
中
で
の
収
穫

作
業
の
大
変
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

▼
元
気
の
「
気
」
の
原
形
で
あ
る
「
氣
」

に
は
米
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
米
の

恵
み
は
活
力
と
な
り
、
一
段
と
食
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
食
味
に
優
れ

る
東
成
瀬
産
米
な
ら
で
は
の
深
い
味

わ
い
で
す
。

▼
今
で
は 

稲
の
ハ
セ
掛
け
の
光
景
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
紅

葉
の
山
並
み
と
並
ぶ
秋
の
風
物
詩
と

し
て
、
学
校
行
事
の
写
生
大
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
小
学
生
だ
っ

た
昭
和
45
年
10
月
16
日
の
大
会
で
は

東
成
瀬
地
震
（
秋
田
県
南
東
部
地
震
）

に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
体
験
も
こ
の
季
節

に
な
る
と
ふ
と
思
い
返
さ
れ
ま
す
。
後

生
へ
伝
え
た
い
出
来
事
で
あ
り
、
災
害

へ
の
備
え
を
一
層
意
識
し
た
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。　

（
委
員
・
佐
藤　

仁
）

D i a r yダ イ ア リ ー

会議

災害対策本部設置訓練災害対策本部設置訓練

救助訓練救助訓練 多数傷病者救急救護訓練多数傷病者救急救護訓練 山林火災防ぎょ・クマ出没対応訓練山林火災防ぎょ・クマ出没対応訓練

避難所設置訓練避難所設置訓練
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高校生にインタビュー！

平良 大和 さん（平良）
湯沢翔北高校３年生

好きなこと・趣味：
　スポーツ観戦
　バスケットボール

たいら　　 やまと

あなたにとって、東成瀬村といえば？
　友達や地域の人たちが優しく接してくれてとても過ごしやすい村だと思います。
今までのいろいろな思い出がつまっているところです。
｠
将来、どんな仕事を目指していますか？どんな大人になりたいですか？
　人に感謝される、ものづくりの仕事をしたいと思っています。また、新しい環境
でもいろいろなことに挑戦し続ける大人になりたいです。
｠
１０年後の東成瀬村を想像し、どんな村になっていたら嬉しいですか？
　東成瀬の豊かな自然を生かして観光客が増えたらいいなと思います。人が減って
きているので活気ある村になったらいいなと思います。
｠
友だち・家族へメッセージを！
家族・・・たくさん支えてもらっています。いつもありがとうございます。
友達・・・またいつかみんなで集まって遊びたい！
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岩井川地区
山ぼうしの皆さん

 

　地域ボランティア団
体「山ぼうし」は地域交
流センター「ゆるるん」
で18年間にわたり喫
茶コーナーを開設。
　現在は 14 名の会員
が週３日午前に交代で
住民の憩いの場を支え
ています。 利用者がこんなに！


